
きのこを通じて、世界中の人々の
健康（ウエルネス）を支える
インフラになりたい。

有機栽培のきくらげ

岡山県中央会 web site　https://www.okachu.or.jp
E-mail chuokai@okachu.or.jp
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品質管理を徹底した国産・無農薬きのこ30年以上愛されるロングセラー
ばらずし　小分けタイプ

会
社
の
概
要
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

ガ
ス
・
燃
料
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
を
通
じ
て
、
１
５
０
年
以
上
地

域
の
皆
さ
ま
と
共
に
歩
ん
で
き
た
浅
野
産
業
グ
ル
ー
プ
。そ
の
中
で
、

食
品
事
業
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
を
担
う
の
が
「
三
宝
ウ
エ
ル
ネ
ス

株
式
会
社
」
で
す
。
当
社
は
、
親
会
社
で
あ
る
浅
野
産
業
株
式
会
社

が
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
栽
培
を
し
て
い
る
き
く
ら
げ
、
椎
茸
や
そ
の
加
工

食
品
を
消
費
者
の
皆
様
へ
お
届
け
す
る
販
売
者
で
す
。

　

１
９
８
８
年
に
玉
野
市
に
き
の
こ
栽
培
工
場
を
設
立
。
そ
の
際

に
栽
培
を
浅
野
産
業
、
商
品
企
画
・
加
工
・
販
売
を
三
宝
ウ
エ
ル

ネ
ス
（
当
時
の
社
名
は
三
宝
物
産
）
と
分
社
化
す
る
こ
と
で
、
専

門
性
を
高
め
て
き
ま
し
た
。
今
で
は
き
く
ら
げ
の
生
産
量
は
年
間

60
ト
ン
も
の
量
に
達
し
、
岡
山
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
生
産
量
で
す
。

　

そ
の
後
２
０
２
２
年
４
月
よ
り
三
宝
ウ
エ
ル
ネ
ス
に
名
前
を
改

め
、
現
在
は
き
の
こ
や
そ
の
関
連
商
品
の
販
売
を
通
し
て
、
社
名

が
示
す
通
り
「
ウ
エ
ル
ネ
ス
（
健
康
）」
を
軸
に
、
人
々
の
生
活
の

質
を
高
め
る
提
案
を
し
て
い
ま
す
。

き
の
こ
の
品
質
の
仕
組
み
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

三
宝
ウ
エ
ル
ネ
ス
が
提
供
す
る
き
の
こ
の
最
大
の
特
徴
は
、「
有

機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
」
を
取
得
し
て
い
る
点
で
す
。
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
と
は
、

農
林
水
産
大
臣
が
定
め
た
厳
し
い
基
準
（
化
学
肥
料
や
農
薬
に
頼

ら
な
い
等
）
を
ク
リ
ア
し
た
証
で
あ
り
、
第
三
者
機
関
に
よ
る
厳

格
な
検
査
を
通
過
し
な
け
れ
ば
名
乗
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

加
え
て
、
そ
の
品
質
を
支
え
て
い
る
の
は
、
効
率
化
と
は
真
逆

の
手
仕
事
に
あ
り
ま
す
。
大
規
模
な
工
場
で
は
機
械
散
水
が
一
般

的
で
す
が
、
当
社
で
は
人
の
手
で
水
や
り
を
行
い
ま
す
。
収
穫
も

一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
手
で
行
い
ま
す
。
手
で
収
穫
す
る
こ
と
で
、

細
胞
を
傷
め
ず
、
鮮
度
を
長
く
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

水
に
も
こ
だ
わ
り
、
栽
培
工
場
が
あ
る
玉
野
市
の
地
下
水
を
用
い

た
う
え
で
、
毎
月
第
三
者
機
関
に
よ
る
水
質
検
査
を
行
い
日
々
の

チ
ェ
ッ
ク
を
欠
か
し
ま
せ
ん
。
こ
の
「
手
作
業
」
の
積
み
重
ね
と
、

「
水
」
へ
の
こ
だ
わ
り
が
、
肉
厚
で
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
食
感
を
生
み
出

し
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
品
質
管
理
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
食
の
安
心
・

安
全
に
ご
興
味
の
あ
る
お
客
様
か
ら
多
数
の
引
合
い
を
い
た
だ
い

て
お
り
、
長
崎
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
で
有
名
な
株
式
会
社
リ
ン
ガ
ー
ハ
ッ

ト
様
へ
国
産
き
く
ら
げ
を
供
給
し
て
お
り
ま
す
。

浅
野 

哲
志  

氏

き
の
こ
を
通
じ
て
、世
界
中
の
人
々
の

健
康
（
ウ
エ
ル
ネ
ス
）
を
支
え
る

イ
ン
フ
ラ
に
な
り
た
い
。

三
宝
ウ
エ
ル
ネ
ス
株
式
会
社  

代
表
取
締
役
社
長

リ
ー
ダ
ー
ズ「
ア
イ
」
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事業者名
創 業
所 在 地
T E L
H P
従業員数

三宝ウエルネス株式会社
昭和63年
岡山市北区南中央町12-16
086-221-0811
https://www.sarara.co.jp/
500名（浅野産業グループ含む）

み
営
業
を
県
内
外
問
わ
ず
行
っ
て
き
ま
し
た
。
当
時
の
主
力
商
品

は
加
工
品
で
、
瓶
詰
の
椎
茸
の
佃
煮
な
ど
で
す
。

　

そ
し
て
こ
こ
数
年
で
き
の
こ
や
各
種
加
工
品
の
生
産
量
も
安
定

し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
販
路
拡
大
を
目
指
し
商
談
会
に
積
極
的
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
２
月
に
も
岡
山
県
中
央
会
が
運
営
す
る

「
岡
山
フ
ー
ド
バ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
県
内
食
品
事
業
者
と
し
て

団
体
で
出
展
す
る
た
め
、
全
国
各
地
の
バ
イ
ヤ
ー
と
関
係
が
築
け

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
紹
介
し
た
き
く
ら
げ
チ
ッ

プ
ス
も
早
速
展
示
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
現
在
運
営
し
て
い
る
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
に
つ
い
て
も
近
々
改
良

を
加
え
、デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
本
格
化
さ
せ
る
予
定
で
す
。

リ
ア
ル
な
店
舗
で
の
信
頼
と
、デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
全
国
へ
の
リ
ー
チ
。

こ
の
両
輪
で
、
さ
ら
な
る
フ
ァ
ン
層
の
拡
大
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

今
進
め
て
い
る
の
は
、
き
の
こ
の
力
を
活
用
し
た
サ
プ
リ
メ
ン

ト
の
開
発
で
す
。
消
費
者
の
方
々
の
さ
ら
な
る
健
康
増
進
へ
寄
与

す
る
べ
く
、
倉
敷
芸
術
科
学
大
学
と
共
同
研
究
を
進
め
て
お
り
、

き
の
こ
特
有
の
成
分
に
よ
る
健
康
効
果
の
検
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
等
で
市
販
さ
れ
て
い
る
き
の
こ
の
種
類
は
数
多
く
あ
り

ま
す
が
、
き
の
こ
由
来
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
は
ま
だ
少
な
い
で
す
。

こ
れ
を
科
学
的
に
裏
付
け
、
単
な
る
食
品
の
枠
を
越
え
た
サ
プ
リ

メ
ン
ト
を
世
に
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

浅
野
産
業
が
取
り
扱
っ
て
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
は
創
業
時
か

ら
地
域
密
着
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
食
品
事
業
で
は
、

運
べ
る
限
り
世
界
の
ど
こ
ま
で
も
商
品
を
お
届
け
で
き
ま
す
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
が
地
域
の
生
活
を
支
え
て
き
た
よ
う
に
、
三
宝
ウ

エ
ル
ネ
ス
は
き
の
こ
を
通
じ
て
、
世
界
中
の
人
々
の
健
康
（
ウ
エ

ル
ネ
ス
）
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

主
力
商
品
や
商
品
開
発
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

当
社
は
、
伝
統
と
革
新
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

を
揃
え
て
い
ま
す
。
生
椎
茸
と
生
き
く
ら
げ
は
採
れ
た
て
ぷ
り
ぷ

り
、
乾
物
は
天
日
干
し
し
て
風
味
豊
か
に
仕
上
げ
て
お
り
ま
す
。

他
に
も
、
30
年
以
上
愛
さ
れ
る
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
の
「
岡
山
ば
ら
ず
し
」

が
根
強
い
人
気
を
誇
る
一
方
で
、
現
在
は
「
き
く
ら
げ
」
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
活
か
し
た
展
開
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

き
く
ら
げ
は
ま
さ
に
栄
養
の
宝
庫
で
す
。
食
物
繊
維
、
鉄
分
、

カ
ル
シ
ウ
ム
の
含
有
量
は
食
品
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
特
に
乾

燥
さ
せ
る
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
と
食
物
繊
維
の
含
有
量
は
全
食
品
中
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
お
か
ず
に
ち
ょ
い
足
し
で

き
る
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
き
く
ら
げ
パ
ウ
ダ
ー
」
と
し
て
発
売
し
た

と
こ
ろ
、
美
容
や
腸
活
に
敏
感
な
女
性
層
か
ら
大
き
な
反
響
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
卵
焼
き
や
ほ
う
れ
ん
草
の
お
浸
し
な
ど
、
ど
ん

な
料
理
で
も
少
し
足
す
だ
け
で
、
手
軽
に
栄
養
を
強
化
で
き
る
点

が
支
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
き
く
ら
げ
を
「
お
か
ず
」
か
ら
「
お
や
つ
」
へ
と
進

化
さ
せ
た
の
が
、
開
発
中
の
新
商
品
「
き
く
ら
げ
チ
ッ
プ
ス
」
で
す
。

岡
山
県
の
補
助
金
で
岡
山
県
中
央
会
が
窓
口
に
な
っ
て
い
る
「
県

産
品
販
路
拡
大
支
援
事
業
補
助
金
」
を
活
用
し
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
、

ザ
ク
っ
と
食
感
で
少
量
で
も
満
足
感
が
あ
る
新
感
覚
お
や
つ
に
仕

上
が
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
食
物
繊
維
た
っ
ぷ
り
で
き
く
ら
げ
の

栄
養
が
満
点
で
す
。

　

今
後
も
、
健
康
に
気
遣
い
な
が
ら
食
事
を
楽
し
め
る
よ
う
な
「
ウ

エ
ル
ネ
ス
」
な
体
験
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

販
路
拡
大
の
あ
ゆ
み
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

当
社
の
販
路
拡
大
の
歴
史
は
、
創
業
当
初
は
私
を
含
め
社
員
が

「
足
で
稼
ぐ
」
営
業
が
メ
イ
ン
で
あ
り
、
デ
パ
ー
ト
等
へ
の
飛
び
込

事
業
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

美容や腸活に
オーガニックきくらげパウダー

「生 特選本椎茸」　植え付けから収穫まで、すべて手作業。
当社のきのこへのこだわりです（取材／総務企画課　島田）

：
：
：
：
：
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去
る
１
月
８
日（
木
）、
岡
山
県
中
央
会
と
岡
山
中
金

会
の
共
催
で
、
令
和
８
年
新
年
祝
賀
懇
親
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　
祝
賀
懇
親
会
は
、
岡
山
県
下
の
商
工
団
体
及
び
関
係

者
な
ど
約
２
０
０
名
も
が
参
加
し
て
盛
大
に
開
催
。
開

会
に
先
立
ち
、
主
催
者
を
代
表
し
、
岡
山
県
中
央
会
の

藤
木
会
長
よ
り
、「
中
央
会
は
昨
年
、創
立
70
周
年
を
迎

え
、
今
年
は
次
の
10
年
を
見
据
え
て
新
た
な
歩
み
を
始

め
る
年
。
会
員
の
皆
様
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
存
在
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
ご
挨
拶
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
ご
出
席
い
た
だ
い
た
18
名
の
来
賓
を
代
表
し
、
岡
山

県
知
事 

伊
原
木
隆
太
様
、
岡
山
県
議
会
議
長 

遠
藤
康

洋
様
な
ど
４
名
の
方
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
ご
参

加
い
た
だ
い
た
皆
様
へ

の
激
励
の
お
言
葉
を
頂

戴
し
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
参
加
者
の

皆
様
は
、
昨
今
の
活
動

状
況
や
取
組
事
例
な
ど

様
々
な
話
題
に
つ
い
て

情
報
交
換
さ
れ
る
な
ど
、

参
加
者
同
士
懇
親
を
深

め
な
が
ら
、
新
年
を
祝

す
賑
や
か
な
会
と
な
り

ま
し
た
。

（
総
務
企
画
課　
島
田
）

新
年
祝
賀
懇
親
会

�

今
年
も
盛
大
に
開
催

組
合
役
職
員
講
習
会
の
ご
案
内

組
合
決
算
事
務
手
続
き
や
育
成
就
労
制
度
等
に
つ
い
て

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、
令
和
８
年
３
月
11
日
（
水
）
に
、

サ
ン
ピ
ー
チokayam

a

に
お
い
て
、
令
和
７
年
度
組
合

役
職
員
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
講
習
会
第
１
部
で
は
、

組
合
決
算
期
に
お
け
る
事
務
手
続
き
の
流
れ
等
に
つ
い
て

当
会
職
員
よ
り
説
明
い
た
し
ま
す
。
決
算
期
事
務
の
振
り

返
り
と
ス
ム
ー
ズ
な
決
算
期
対
応
を
目
指
す
う
え
で
事
務

処
理
担
当
者
必
見
の
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。続
い
て
、

岡
山
県
労
災
福
祉
事
業
㈿
様
、岡
山
県
信
用
保
証
協
会
様
、

大
樹
生
命
保
険
㈱
様
か
ら
各
種
経
営
支
援
や
制
度
の
ご
案

内
を
い
た
し
ま
す
。

　
第
２
部
で
は
、
外
国
人
技
能
実
習
生
受
入
組
合
事
務
局

向
け
に
全
国
中
央
会
佐
久
間
次
長
よ
り
「
育
成
就
労
制
度

に
お
け
る
監
理
支
援
機
関
の
許
可
申
請
に
向
け
た
準
備

（
仮
）」
と
題
し
て
説
明
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
令
和
９

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
育
成
就
労
制
度
に
関
し
、

監
理
支
援
機
関
に
求
め
ら
れ
る
対
応
事
項
の
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
を
解
説
す
る
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
第
１
部
、
第
２
部
と
も
に
組
合
の
課
題
解
決
の
一
助
と

な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
日
時

　
令
和
８
年
３
月
11
日（
水
）13
時
〜
17
時

●
場
所

・
オ
ン
ラ
イ
ン
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」

・�

リ
ア
ル
会
場「
サ
ン
ピ
ー
チokayam

a
ピ
ー
チ
ホ
ー
ル
」

�

（
岡
山
市
北
区
駅
前
町
２
丁
目
）

●
講
習
会
内
容

【
第
１
部
】
13
時
〜
15
時

13
時
00
分
〜
13
時
50
分

「�

組
合
の
決
算
期
に
お
け
る
事
務
手
続
き
に
つ
い
て
」

�

当
会
組
織
支
援
課

13
時
50
分
〜
14
時
10
分

「�

労
災
認
定
事
例
等
の
ご
案
内
に
つ
い
て
（
仮
）」

�

岡
山
県
労
災
福
祉
事
業
㈿

14
時
10
分
〜
14
時
20
分

「
経
営
支
援
の
ご
案
内
に
つ
い
て（
仮
）」

�

岡
山
県
信
用
保
証
協
会

14
時
20
分
〜
14
時
30
分

「
共
済
制
度
の
ご
案
内（
仮
）」

�

大
樹
生
命
保
険
㈱

14
時
30
分
〜
15
時
00
分

「
個
別
相
談
（
リ
ア
ル
会
場
の
み
）」

【
第
２
部
】
15
時
〜
17
時

�

※
外
国
人
技
能
実
習
生
受
入
組
合
向
け

15
時
00
分
〜
16
時
30
分

「�

育
成
就
労
制
度
に
お
け
る
監
理
支
援
機
関
の
許
可
申

請
に
向
け
た
準
備
（
仮
）」

�

全
国
中
央
会　
佐
久
間 

一
浩
氏

16
時
30
分
〜
17
時
00
分 

育
成
就
労
制
度
に
関
す
る
個
別
相
談（
リ
ア
ル
会
場
の
み
）

●
参
加
費　
無
料

●
申
込
方
法

フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。詳
細

は
二
次
元
コ
ー
ド
よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
中
央
会
組
織
支
援
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
０
８
６
）2
2
4
‐
2
2
4
5
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女
性
活
躍
推
進
等
就
業
環
境
整
備

支
援
事
業【
第
２
期
】の
補
助
金
募
集

を
開
始
し
ま
す
！（
受
付
3
/
9
〜
）

　
岡
山
県
は
、
女
性
が
働
き
や
す
い
職
場

環
境
整
備
等
の
取
組
を
行
う
県
内
中
小
企

業
者
を
支
援
す
る
た
め
の
補
助
金
の
制
度

を
設
け
ま
し
た
。
受
託
し
た
岡
山
県
中
央

会
で
次
の
と
お
り
募
集
を
開
始
し
ま
す
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
対
象
者

　

�

県
内
に
事
業
所
等
を
有
す
る
中
小
企
業

者
等

②
対
象
経
費

　

�

女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り

に
資
す
る
次
の
施
設
の
整
備
に
要
す
る

経
費

・�

女
性
専
用
施
設
（
ト
イ
レ
、
更
衣
室
、

シ
ャ
ワ
ー
室
）
の
新
設
、
増
設
、
改
修

及
び
そ
れ
に
伴
う
備
品
の
購
入

・�

休
憩
室
の
新
設
及
び
そ
れ
に
伴
う
備
品

の
購
入　
等

③
補
助
率

　
�

対
象
経
費
の
２
/
３
以
内
（
上
限
２
０

０
万
円
、
下
限
60
万
円
）

④
申
請
受
付
期
間

　
令
和
８
年
３
月
９
日（
月
）

�
10
時
〜
3
月
23
日（
月
）17
時

※�

予
算
額
（
１
億
円
）
を
超
え
る
申
請
が

あ
っ
た
場
合
は
、「
抽
選
」に
よ
り
、審

査
対
象
者
を
決
定
し
ま
す
。
抽
選
結
果

は
事
務
局
か
ら
メ
ー
ル
に
て
通
知
し
ま

す
（
３
月
31
日
頃
）。

⑤
申
請
方
法

　

�

専
用
応
募
フ
ォ
ー
ム
に
て
、
必
要
書
類

を
添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
フ
ォ
ー
ム
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

�https://w
w
w
.okachu.or.jp/

katsuyaku-2/

⑥
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
中
央
会　
女
性
活
躍
推
進
等
就

業
環
境
整
備
支
援
事
業
【
第
２
期
】

受
付
係　
池
田

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
０
８
６
）2
2
4
‐
2
2
4
5

e-m
ail

：�katsuyaku@
okachu.

or.jp

県
産
品
販
路
拡
大
支
援
事
業
補
助
金
の

募
集
を
開
始
し
ま
す
！（
受
付
2
/
6
～
）

　
岡
山
県
は
、
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け

る
県
産
品
の
製
造
事
業
者
の
商
品
開
発
や

展
示
会
出
展
、
米
を
原
料
と
す
る
加
工
品

の
仕
入
れ
価
格
上
昇
分
の
一
部
を
補
助
す

る
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。
受
託
し
た
岡

山
県
中
央
会
で
次
の
と
お
り
募
集
を
開
始

し
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

1 

事
業
内
容

⑴�

商
品
開
発
・
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

事
業

　

�

新
た
な
商
品
開
発
や
そ
の
開
発
し
た

商
品
の
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に

要
す
る
経
費
を
補
助
す
る
。
補
助
率

1
/
2
（
上
限
1
︐
0
0
0
千
円
、

下
限
２
５
０
千
円
）

⑵
国
内
展
示
会
出
展
事
業

　

�

国
内
の
展
示
会（
県
内
を
除
く
。）の

出
展
に
要
す
る
経
費
を
補
助
す
る
。

補
助
率
1
/
2（
上
限
２
５
０
千
円
、

下
限
１
０
０
千
円
）

⑶
海
外
展
示
会
出
展
事
業

　

�

海
外
の
展
示
会
の
出
展
に
要
す
る
経

費
を
補
助
す
る
。補
助
率
1
/
2（
上

限
３
０
０
千
円
、下
限
１
０
０
千
円
）

⑷
原
料
米
価
格
高
騰
対
策

　

�

米
を
主
た
る
原
料
と
す
る
加
工
品
の

原
料
米
仕
入
れ
価
格
の
上
昇
分
に
対

し
補
助
金
を
交
付
す
る
。

※�

各
事
業
の
詳
細
は
募
集
要
項
等
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

2 

申
請
受
付
期
間

令
和
８
年
２
月
６
日（
金
）10
時
か
ら

令
和
８
年
３
月
23
日（
月
）17
時
ま
で

3 �

申
請
方
法
及
び
問
い
合
わ
せ
先

�

（
⑴
〜
⑶
と
⑷
で
異
な
り
ま
す
）

 

⑴
〜
⑶
の
申
請
方
法
：
電
子
申
請 

申
請
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

�https://w
w
w
.okachu.

or.jp/kensanpin-2/

※�

先
着
順
。

予
算
額
に
達
し
た
場
合
、
早
め
に
受

付
を
終
了
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 
問
い
合
わ
せ
先 

岡
山
県
中
央
会
県
産
品
販
路
拡
大
支
援

事
業
受
付
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
０
８
６
）２
２
４
︲
２
２
４
５

E-m
ail

：�kensanpin2@
okachu.

or.jp
 

⑷
の
申
請
方
法
：
メ
ー
ル
及
び
郵
送 

 

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先 

岡
山
県
酒
造
組
合
・
岡
山
県
味
噌
醸
造

協
同
組
合
に
加
盟
し
て
い
る
組
合
員
の

方
は
各
組
合
に
提
出
。

そ
の
他
の
方
は
岡
山
県
産
業
労
働
部

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
推
進
室
に
提
出
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
０
８
６
）２
２
６
︲
７
３
６
５

E-m
ail

：�m
arketing@

pref.
okayam

a.lg.jp

※�

予
算
を
超
え
る
申
請
が
あ
っ
た
場
合

は
、
予
算
の
範
囲
内
で
配
分
し
、
補

助
金
の
額
を
決
定
し
ま
す
。
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「
主
な
派
遣
内
容
」

①�

一
般
事
業
主
行
動
計
画
に
関
す
る
助
言

（
見
直
し
含
む
）・
作
成
支
援
等

※�

一
般
事
業
主
行
動
計
画
と
は
、
企
業
が

従
業
員
の
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
図

る
た
め
の
雇
用
環
境
整
備
や
多
様
な
労

働
条
件
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
む
に
当

た
っ
て
、
計
画
期
間
、
目
標
、
目
標
達

成
の
た
め
の
対
策
や
実
施
時
期
を
定
め

た
行
動
計
画

②
就
業
規
則
等
の
見
直
し
・
助
言
支
援
等

（
注
）�社
会
保
険
労
務
士
と
顧
問
契
約
が
あ

る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
一
般
事
業

主
行
動
計
画
策
定
計
画
に
関
す
る
相

談
に
限
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
岡
山
県
で
は
、
子
育
て
支
援
や
従
業
員

の
働
き
方
改
革
な
ど
、
仕
事
と
子
育
て
の

両
立
を
図
る
た
め
の
雇
用
環
境
整
備
に
向

け
て
、「
お
か
や
ま
子
育
て
応
援
宣
言
企

業
」
の
登
録
や
「
ア
ド
バ
ン
ス
企
業
」
の

認
定
制
度
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。「
ア
ド

バ
ン
ス
企
業
」
の
認
定
に
は
、
次
世
代
育

成
支
援
対
策
推
進
法
に
基
づ
く
一
般
事
業

主
行
動
計
画
の
作
成
が
必
須
と
な
っ
て
お

り
、
岡
山
県
中
央
会
で
は
一
般
事
業
主
行

動
計
画
作
成
を
検
討
し
て
い
る
企
業
の
皆

様
を
対
象
に
、
専
門
家
（
社
会
保
険
労
務

士
）の
無
料
派
遣
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

行
動
計
画
の
作
成
支
援
の
ほ
か
ア
ド
バ
ン

ス
認
定
に
向
け
た
就
業
規
則
の
見
直
し
に

も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
無
料
派
遣
の

受
付
は
、
令
和
８
年
３
月
２
日
（
月
）
ま

で
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
：
企
業
人
材
支
援
課

T
E
L
：（
0
8
6
）2
2
4
︲
2
2
4
5

■
無
料
派
遣
申
込
サ
イ
ト

一
般
事
業
主
行
動
計
画
を
作
成
し
て

み
ま
せ
ん
か

�

〜
専
門
家  

無
料
派
遣  

の
ご
案
内
〜

■�

お
か
や
ま
子
育
て
応
援
宣
言
企
業
の
登

録
方
法

「
ス
テ
ッ
プ
１
」登
録
応
募（
県
／
子
ど

も
未
来
課
の
特
設
サ
イ
ト
参
照
）

「
ス
テ
ッ
プ
２
」推
進
担
当
者
の
現
地
ヒ

ア
リ
ン
グ
調
査
（
30
分
程
度
）

「
ス
テ
ッ
プ
３
」登
録
証
の
交
付（
調
査

及
び
審
査
決
定
後
に
交
付
）

岡
山
県
男
性
育
児
休
業
取
得

促
進
奨
励
金
関
連
サ
イ
ト

お
か
や
ま
子
育
て
応
援
宣
言

企
業
関
連
サ
イ
ト

岡
山
県
男
性
育
児
休
業
取
得
奨
励
金
の

申
請
期
限
（
3
/
2
）
迫
る

　
岡
山
県
で
は
、
男
性
従
業
員
の
育
児
休

業
取
得
を
一
層
促
進
す
る
た
め
に
、
岡
山

県
男
性
育
児
休
業
取
得
促
進
奨
励
金
の
申

請
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
申
請
期
限

は
、
令
和
８
年
３
月
２
日（
月
）17
時
ま
で

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
申
請
書
類
に
不

備
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
奨
励
金
が
給
付

さ
れ
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
余

裕
を
も
っ
た
申
請
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
奨
励
金
は
、
専
用
サ
イ
ト
か
ら
の
電
子

申
請
の
み
と
な
っ
て
お
り
、
岡
山
県
が
推

進
す
る
「
お
か
や
ま
子
育
て
応
援
宣
言
企

業
（
注
：
育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
い
環

境
整
備
に
向
け
た
具
体
的
な
取
組
の
記
載

が
必
要
）」の
登
録
が
必
須
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
「
お
か
や
ま
子
育
て
応
援
宣
言
企
業
」

の
登
録
は
、
岡
山
県
子
ど
も
未
来
課
で
受

付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
登
録
ま
で
に

時
間
を
要
し
ま
す
の
で
お
早
め
に
ご
登
録

く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
：
企
業
人
材
支
援
課

T
E
L
：（
0
8
6
）2
2
4
︲
2
2
4
5
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日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
２
５

発
表
会
を
開
催

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、
岡
山
県
外
国
人

技
能
実
習
生
受
入
組
合
協
議
会
と
の
共

催
で
、
働
く
外
国
人
就
労
者
を
対
象
に
、

日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま

し
た
。
昨
今
、
外
国
人
就
労
者
の
日
本
語

能
力
向
上
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
る

中
、
日
本
語
力
ア
ッ
プ
と
日
頃
の
研
鑽
の

成
果
を
示
す
場
と
し
て
実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　
今
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
2
0
2
5
で

は
、
９
組
合
よ
り
６
か
国
、
総
勢
55
名
の

非
常
に
多
く
の
方
に
ご
応
募
頂
き
、
去
る

１
月
25
日
、
ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び
に
て

応
募
者
の
う
ち
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
た

方
の
作
文
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
発
表
会
で
は
、
ま
ず
10
名
の
特
別
賞
の

う
ち
出
席
の
５
名
の
方
に
ご
発
表
頂
き
ま

し
た
。
そ
の

後
、
事
前
審

査
で
優
秀
賞

該
当
の
5
名

の
方
に
作
文

発
表
を
頂

き
、
そ
の
中

か
ら
み
ご
と

協
同
組
合
日

越
交
流
セ
ン

タ
ー
所
属
の

ヌ
ル
ル 

ラ

フ
マ
ー 

ア

ウ
リ
ア
さ

ん
の
作
文

（
テ
ー
マ

「
い
い
人
」）

が
、最
優
秀

賞
と
し
て

選
定
さ
れ

受
賞
し
ま

し
た
。

　
審
査
に
あ
た
っ
て
頂
い
た
岡
山
外
語

学
院
理
事
長
の
片
山
浩
子
氏
か
ら
発
表

会
全
体
の
ご
講
評
を
頂
き
、
そ
の
後
、
最

優
秀
賞
の
ヌ
ル
ル 

ラ
フ
マ
ー 

ア
ウ
リ
ア

さ
ん
よ
り
「
最
優
秀
賞
と
な
り
、
非
常
に

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
自
分
に

携
わ
っ
て
く
れ
た
方
に
も
大
変
感
謝
を

し
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
日
本
語
の

学
習
に
頑
張
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
受
賞
者

以
外
に
も
多
く
の
実
習
生
や
受
入
企

業
・
組
合
の
方
々
も
参
加
・
見
学
さ
れ
、

日
本
語
の
学
習
意
欲
が
強
く
感
じ
ら
れ

た
会
で
し
た
。

　
最
後
に
、
受
入
組
合
協
議
会
会
長
の
沼

元
昇
氏
の
挨
拶
の
後
、
閉
会
し
ま
し
た
。

�

（
組
織
支
援
課　
長
木
） 最優秀賞のヌルルさん

お
か
や
ま
子
育
て
し
や
す
い

職
場
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
５

�

受
賞
者
の
ご
紹
介

　
岡
山
県
は
、
従
業
員
の
子
育
て
支
援
に

お
い
て
、
模
範
的
・
先
進
的
・
特
徴
的
な

取
り
組
み
を
実
施
す
る
事
業
者
を
「
お
か

や
ま
子
育
て
し
や
す
い
職
場
ア
ワ
ー
ド

２
０
２
５
」
の
受
賞
者
と
し
て
発
表
し
ま

し
た
。

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
実
施
さ
れ
た
今
年

度
の
ア
ワ
ー
ド
に
は
88
社
が
エ
ン
ト
リ
ー

し
、
次
の
８
社
の
受
賞
が
決
定
。
２
月
18

日（
水
）に
開
催
さ
れ
る
表
彰
式
で
、
記
念

ト
ロ
フ
ィ
ー
及
び
奨
励
金
１
０
０
万
円
が

副
賞
と
し
て
贈
ら
れ
る
予
定
で
す
。

各
分
野
（
略
称
）

○
製
造
業（
オ
ー
エ
ヌ
工
業
株
式
会
社
）

○
医
療
・
福
祉
（
社
会
福
祉
法
人
愛
誠
会
）

○
卸
・
小
売
業（
双
葉
電
機
株
式
会
社
）

○
運
輸
・
建
設
業（
新
岡
山
陸
運
株
式
会
社
）

○�

サ
ー
ビ
ス
業
（
株
式
会
社
ア
イ
・
サ

ポ
ー
ト
）

○
そ
の
他
業
種（
岡
山
県
信
用
保
証
協
会
）

○
大
規
模
企
業（
株
式
会
社
天
満
屋
）

○�

特
別
賞
（
医
療
法
人
社
団
清
和
会
笠
岡

第
一
病
院
）

　
同
ア
ワ
ー
ド
の
取
り
組
み
は
、
岡
山
県

子
ど
も
未
来
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
岡
山
県
が
運

営
す
る
企
業
向
け
の
子
育
て
支
援
情
報

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ハ
レ
マ
ル
」
に
も
、

同
ア
ワ
ー
ド
各
受
賞
者
の
紹
介
や
具
体

的
な
取
り
組
み
な
ど
が
近
日
中
に
ア
ッ

プ（
2
⁄

18
公
開
予
定
）さ
れ
ま
す
の
で
、

こ
ち
ら
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

岡
山
県
子
ど
も
未
来
課
サ
イ
ト

（
ア
ワ
ー
ド
関
連
）

子
育
て
支
援
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
ハ
レ
マ
ル
」

※�

岡
山
県
中
央
会
は
岡
山
県
か
ら
の
委
託

を
受
け
、「
お
か
や
ま
子
育
て
応
援
宣
言

企
業
」
の
申
請
の
確
認
お
よ
び
「
ア
ド

バ
ン
ス
企
業
」
の
認
定
に
関
す
る
事
務

局
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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岡
山
県
中
央
会
で
は
、共
済
制
度
の
主
力
商
品「
オ
ー

ナ
ー
ズ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
プ
ラ
ン
」
を
対
象
に
、
業
務

委
託
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
協
同
組
合
と
岡
山
県

中
央
会
が
業
務
委
託
を
締
結
後
、
組
合
員
企
業
や
そ
の

従
業
員
が
、
対
象
商
品
に
新
規
加
入
又
は
既
契
約
か
ら

切
り
替
え
た
場
合
、
中
央
会
が
組
合
に
「
加
入
斡
旋
手

数
料
」
を
お
支
払
い
す
る
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
導
入
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

●�

対
象
商
品

「
大
樹
生
命
」
の
生
命
保
険
商
品

（
オ
ー
ナ
ー
ズ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
プ
ラ
ン
）

︿
主
な
特
徴
﹀

①�

事
業
所
の
事
業
保
全
資
金
対
策
（
経
営
者
の
入
院
・

疾
病
・
休
業
時
等
の
保
障
）

②
経
営
者
・
役
員
の
退
職
慰
労
金
等
の
準
備

③
経
営
者
の
事
業
承
継
・
相
続
等
の
対
策

④
従
業
員
の
生
命
保
険
・
入
院
・
疾
病
保
障
等

●�

加
入
促
進
手
数
料

※
月
額
保
険
料
は
１
保
険
契
約
単
位
の
保
険
料
と
し
ま
す
。

※�

年
払
保
険
契
約
は
月
額
保
険
料
に
換
算
（
年
払
保
険

料
×
１
／
12
）
し
ま
す
。

※�

加
入
促
進
手
数
料
は
１
保
険
契
約
単
位
ご
と
に
計
算

し
、一
括
し
て
委
託
契
約
組
合
に
お
支
払
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
中
央
会　
総
務
企
画
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
０
８
６
）
2
2
4
︲
2
2
4
5

岡
山
県
中
央
会
共
済
事
業

「
業
務
委
託
制
度
」の
ご
案
内

月額保険料 加入促進
手数料

~5,000 円 2,000 円
5,001 円

~10,000 円 3,000 円
10,001 円

~15,000 円 4,000 円
15,001 円

~20,000 円 5,000 円
20,001 円

~25,000 円 7,000 円
25,001 円

~30,000 円 9,000 円
30,001 円

~35,000 円 11,000 円
35,001 円

~40,000 円 13,000 円
40,001 円

~45,000 円 15,000 円
45,001 円

~50,000 円 17,000 円

50,001 円 ~ 20,000 円

　
岡
山
県
中
央
会
は
、
１
月
８

日
に
岡
山
外
語
学
院
を
運
営

す
る
学
校
法
人
ア
ジ
ア
の
風

と
、
外
国
人
就
労
者
へ
の
日
本

語
教
育
に
関
す
る
連
携
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　
令
和
９
年
４
月
よ
り
開
始
さ

れ
る
育
成
就
労
制
度
で
は
、
外

国
人
就
労
者
の
日
本
語
力
向

上
が
重
視
さ
れ
、
要
件
に
あ
わ
な
い
と
講
習
受
講
が
新

た
に
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
学
校
法

人
ア
ジ
ア
の
風
は
、
認
定
日
本
語
教
育
機
関
と
し
て
今

年
度
文
部
科
学
省
の
事
業
を
受
託
し
、
育
成
就
労
制
度

を
見
据
え
た
オ
ン
ラ
イ
ン
日
本
語
講
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

及
び
授
業
で
活
用
す
る
教
材
の
制
作
に
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
ま
す
。
本
協
定
は
、
今
回
新
た
に
作
成
さ
れ
る
教

材
・
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、
中
央
会
も
連
携
し
て
利
用

し
や
す
い
も
の
に
す
る
と
と
も
に
、
県
内
の
監
理
団
体

に
教
材
等
を
周
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、
円
滑
に
講
習
が

受
講
で
き
る
仕
組
み
を
整
え
て
、
人
材
確
保
・
定
着
を

進
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
協
定
締
結
に
際
し
、
中
央
会
の
藤
木
会
長
は
「
外
国

人
材
の
活
用
は
、
経
営
の
継
続
や
地
域
経
済
の
存
続
に

欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
教
材
・
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
を

周
知
す
る
と
と
も
に
、
新
制
度
の
日
本
語
教
育
・
管
理

体
制
な
ど
の
相
談
対
応
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
コ
メ

ン
ト
し
ま
し
た
。

�

（
組
織
支
援
課　
長
木
）

外
国
人
就
労
者
の

�

日
本
語
教
育
に
関
す
る

�

連
携
協
定
を
締
結

　
去
る
１
月
23
日
、特
定
技
能
や
育
成
就
労
制
度
に
係
る

運
用
方
針
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
６
月
に
改
正
法
が
公
布
、
令
和
９
年
４
月
か

ら
の
施
行
に
向
け
て
、
育
成
就
労
制
度
等
の
各
種
規
程
整

備
が
進
ん
で
お
り
、
令
和
７
年
３
月
に
は
特
定
技
能
・
育

成
就
労
に
係
る
基
本
方
針
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
そ
の
後
有

識
者
会
議
で
検
討
が
進
ん
で
い
た
分
野
別
の
運
用
方
針
に

つ
い
て
も
、先
月（
８
年
１
月
）、閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
決
定
し
た
運
用
方
針
は
、
特
定
技
能
関
係
19
分
野
、
育

成
就
労
関
係
17
分
野
で
、
新
た
に
「
リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ
」

「
物
流
倉
庫
」「
資
源
循
環
」
の
３
分
野
の
方
針
が
加
わ
る

と
と
も
に
、
既
存
の
「
工
業
製
品
製
造
業
」
な
ど
４
分
野

で
新
た
な
業
務
が
追
加
さ
れ
、令
和
６
年
度
か
ら
10
年
度

ま
で
の
特
定
技
能
の
受
入
見
込
数
や
、９
年
度
か
ら
10
年

度
ま
で
の
育
成
就
労
の
受
入
見
込
数
を
、分
野
ご
と
に
示

し
て
上
限
と
し
運
用
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
に
技
術
水
準
、
日
本
語
能
力
水
準
も

設
定
さ
れ
、
育
成
就
労
の
転
籍
に
関
し
て
は
、
工
業
製
品

製
造
業
な
ど
８
分
野
で
、１
年
の
転
籍
制
限
期
間
を
２
年

と
す
る
一
方
、１
年
超
の
場
合
は
処
遇
改
善
加
算
な
ど
の

措
置
を
求
め
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
工
業
製
品
製
造
分

野
の
特
定
技
能
・
育
成
就
労
、建
設
分
野
の
特
定
技
能
で

は
、受
入
事
業
実
施
法
人
へ
の
加
入
等
が
求
め
ら
れ
る
な

ど
、
分
野
ご
と
に
上
乗
せ
基
準
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
閣
議
決
定
さ
れ
た
分
野
別
の
運
用
方
針

は
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

特
定
技
能
・
育
成
就
労
制
度

分
野
別
運
用
方
針
閣
議
決
定
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去
る
１
月
20
日
、
岡
山
県
庁
に
お
い
て
「
お
か
や
ま

政
労
使
会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
は
、
昨
年
１
月
に
も
開
催
さ
れ
、
政
労
使
が
連

携
し
中
小
企
業
の
賃
上
げ
原
資
確
保
に
取
り
組
む
と
し

た
共
同
宣
言
を
ま
と
め
ま
し
た
が
、
11
月
に
東
京
で
高

市
総
理
出
席
の
も
と
、
再
度
、
政
労
使
会
議
が
開
催
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
岡
山
労
働
局
の
呼
び
か
け
で
今
年

も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
労
働
局
、
経
産
局
、
公
取
委
事
務
所
、

岡
山
県
か
ら
、
生
産
性
向
上
支
援
や
価
格
転
嫁
支
援
な

ど
、
直
近
の
中
小
企
業
の
賃
上
げ
原
資
確
保
支
援
策
に

つ
い
て
、
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
労
使
団
体
の
代
表
か
ら
は
、
賃
金
や
価
格
転
嫁
の
状

況
、
団
体
の
取
組
報
告
、
意
見
な
ど
を
伝
え
、
中
央
会

を
代
表
し
出
席
し
た
藤
原
加
奈
副
会
長
か
ら
は
「
価
格

転
嫁
・
原
資
確
保
の
遅
れ
て
い
る
小
規
模
事
業
者
や
人

手
不
足
業
種
に
、
支
援
を
浸
透
さ
せ
る
対
応
が
必
要
」

と
伝
え
る
と
と
も
に
、
意
見
交
換
サ
ブ
テ
ー
マ
の
、
若

者
・
女
性
が
選
ぶ
岡
山
の
実
現
策
と
し
て
、
自
由
度
の

あ
る
働
き
方
、
多
様
性
の
あ
る
職

場
づ
く
り
な
ど
、
若
者
・
女
性
の

魅
力
に
つ
な
が
る
取
組
の
必
要

性
を
伝
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　
会
議
で
三
者
は
、
新
た
に
作
成

し
た
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
に
よ
り
、
国
の

支
援
策
な
ど
を
周
知
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
賃
上
げ
原
資
確
保
に
向

け
連
携
し
て
取
り

組
む
こ
と
で
合
意

し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｒ
チ

ラ
シ
は
こ
ち
ら
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。�

　
岡
山
県
中
央
会
は
、
令
和
８
年
１
月
８
日
、
岡
山
県

医
師
会
館
に
お
い
て「
第
３
回
女
性
経
営
塾
」を
開
催
。

岡
山
県
も
の
づ
く
り
女
性
中
央
会
会
員
を
中
心
に
、
県

内
女
性
経
営
者
等
19
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
㈱
グ
ラ
フ
ァ
ー
代
表
取
締
役
の
石
井
大
地

氏
を
講
師
に
迎
え
、生
成
Ａ
Ｉ
を
巡
る
最
新
の
動
向
と
、

企
業
に
お
け
る
活
用
方
法
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
Ａ
Ｉ
活
用
は
、
チ
ャ
ッ
ト
を
通
じ
て
知
見
や
成
果
物

を
得
る
段
階
か
ら
、
業
務
ツ
ー
ル
に
組
み
込
ま
れ
て
作

業
を
補
佐
す
る
段
階
、
さ
ら
に
作
業
そ
の
も
の
を
Ａ
Ｉ

が
担
う
段
階
へ
と
進
化
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
今
後
は

個
人
の
業
務
効
率
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
Ａ
Ｉ
を
前
提
と

し
た
業
務
プ
ロ
セ
ス
や
組
織
設
計
の
見
直
し
が
重
要
に

な
る
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
具
体
的
な
活
用
の
方
向
性
と
し
て
、
Ａ
Ｉ
に
で
き
る

こ
と
を
見
極
め
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
Ａ
Ｉ
に
仕
事
を

任
せ
る
「
Ａ
Ｉ
フ
ァ
ー
ス
ト
」
の
姿
勢
が
重
要
で
あ
る

と
語
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
自
身
の
業

務
を
効
率
化
す
る
ア
プ
リ
や
ツ
ー
ル
を
開
発
す
る
「
Ａ

Ｉ
駆
動
開
発
」
の
事
例
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
会
社
を
ど
こ
か

ら
変
え
る
べ
き
か
と
し
て
、

「
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
の
Ａ
Ｉ

推
進
の
意
思
表
明
」「
利
用
環

境
の
整
備
」「
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
巻
き
込
ん
だ
体
制

づ
く
り
」
に
つ
い
て
強
調
さ

れ
、
実
務
に
直
結
し
た
学
び

の
多
い
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
組
織
支
援
課　
藤
田
）

「
Ａ
Ｉ
フ
ァ
ー
ス
ト
経
営
」を

�

テ
ー
マ
に
講
習
会
を
開
催

　
本
誌
「
中
央
会
お
か
や
ま
」
は
、
創
刊
当
初
か
ら
会

員
の
皆
様
に
中
小
企
業
施
策
を
は
じ
め
、
組
合
及
び
組

合
員
企
業
の
活
性
化
に
向
け
た
様
々
な
情
報
を
お
届
け

し
て
参
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
よ
り
皆
様
方
の
役
に
立
つ
情
報
提
供
を
行
う

と
と
も
に
、
記
事
取
材
に
応
じ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
た
く
、
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
お
手
数
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
下
記
２
次
元
コ
ー
ド
よ
り
ア
ク
セ

ス
し
て
い
た
だ
き
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

※�

当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
回
答
い
た
だ
け
ま
す
。

ご
協
力
の
程
、何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
ア
ン
ケ
ー
ト
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
中
央
会 

総
務
企
画
課 

島
田

T
E
L
：（
0
8
6
）
2
2
4
‐
2
2
4
5

Ｆ
Ａ
Ｘ
：（
0
8
6
）
2
3
2
‐
4
1
4
5

Ｍ
ＡＩＬ

：shim
ada@

okachu.or.jp

「
中
央
会
お
か
や
ま
」

読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の

�

お
願
い
に
つ
い
て

お
か
や
ま
政
労
使
会
議（
地
方
版
政
労
使
会
議
）

賃
上
げ
原
資
確
保

�

支
援
策
周
知
を

中央会 News

中
央
会
お
か
や
ま 
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協
同
組
合
ポ
ル
カ

ポ
ル
カ
天
満
屋
ハ
ピ
ー
タ
ウ
ン

�
冬
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た

　
協
同
組
合
ポ
ル
カ
は
、
昨
年
12
月
に
地

域
の
賑
わ
い
創
出
と
お
客
様
へ
の
感
謝
を

込
め
た
冬
季
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。
物
価
高
騰
に
よ
る
消
費
へ
の
影
響
が

続
く
中
、
多
世
代
が
楽
し
め
る
体
験
の
場

を
提
供
す
る
こ
と
で
、地
域
に
根
差
し
、活

気
あ
る
店
舗
を
目
指
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

ポ
ル
カ
グ
ル
メ
フ
ェ
ア

�

12
月
13
日
・
14
日

　
「
屋
台
・
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
名
店
大
集
合
」

と
銘
打
ち
、
ポ
ル
カ
駐
車
場
特
設
会
場
に

て
開
催
し
ま
し
た
。
焼
鯖
棒
寿
し
、
に
ぎ

り
天
と
い
っ
た
和
食
か
ら
、
ド
ネ
ル
ケ
バ

ブ
、
チ
ー
ズ

ド
ッ
ク
、手
羽

先
な
ど
バ
ラ

エ
テ
ィ
豊
か

な
グ
ル
メ
が

集
結
。活
気
あ

ふ
れ
る
屋
外

空
間
に
多
く

の
お
客
様
が

訪
れ
、冬
の
味

覚
を
堪
能
さ

れ
ま
し
た
。

あ
そ
べ
〜
る
水
族
館
ｉｎ
高
梁

�

12
月
27
日
・
28
日

　
1
階
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト
に
て
、
お
子

様
の
冬
休
み
に
合
わ
せ
て
、「
見
て
！ 

さ

わ
っ
て
！ 

遊
べ
る
！
」体
験
型
水
族
館
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
カ
ブ
ト
ガ
ニ
や
オ
オ
グ
ソ
ク
ム
シ
、イ
セ

エ
ビ
に
触
れ
ら
れ
る
タ
ッ
チ
プ
ー
ル
や
、宝

物
潮
干
狩
り
、ド
ク
タ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ュ
体
験

な
ど
を
展
開
。あ
わ
せ
て
、貝
が
ら
ペ
ン
ダ

ン
ト
づ
く
り
や
オ
リ

ジ
ナ
ル
マ
グ
ネ
ッ
ト

づ
く
り
を
行
う
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
シ
ー

ル
が
も
ら
え
る
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も

開
催
し
、
終
日
ご
家

族
連
れ
の
笑
顔
で

溢
れ
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
後
も
協
同
組

合
ポ
ル
カ
は
、
皆
様

に
愛
さ
れ
る
多
彩

な
催
し
を
企
画
し

て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
総
務
企
画
課　
島
田
）

中
国
ケ
ネ
ル
事
業
協
同
組
合

Ｈ
Ｐ
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
を
開
設
し
、

販
売
力
強
化
と
ド
ッ
グ
シ
ョ
ー
運
営
の

�

高
度
化
を
実
現

　
中
国
ケ
ネ
ル
事
業
協
同
組
合
で
は
、
岡

山
県
中
央
会
の
支
援
事
業
を
活
用
し
、
昨

年
10
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し

た
。
動
物
愛
護
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、

ブ
リ
ー
ダ
ー
業
界
団
体
と
し
て
、
消
費
者

に
対
す
る
情
報
発
信
力
や
信
頼
性
の
確
保

と
い
っ
た
期
待
に
応
え
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
本
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
組
合
の
理
念

や
活
動
内
容
、
加
盟
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
情
報

を
分
か
り
や
す
く
発
信
す
る
と
と
も
に
、

加
盟
店
一
覧
か
ら
各
組
合
員
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
直
接
ア
ク
セ
ス
で
き

る
構
成
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ブ

リ
ー
ダ
ー
と

消
費
者
と
の

接
点
が
広
が

り
、
付
加
価

値
の
高
い
直

販
の
促
進
に

つ
な
が
る
も

の
と
見
込
ま

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
本
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
ド
ッ
グ

シ
ョ
ー
運
営
を
支
え
る
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム

の
入
口
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ド
ッ
グ
シ
ョ
ー
運
営
シ
ス
テ
ム
は
、

令
和
６
年
度
の
中
央
会
専
門
家
派
遣
事
業

を
通
じ
て
企
画
検
討
し
た
も
の
で
、
昨
年

12
月
よ
り
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
シ
ス
テ
ム
で
は
、
出
陳
犬
の
登
録
や
、

各
ド
ッ
グ
シ
ョ
ー
へ
の
申
込
を
Ｗ
ｅ
ｂ
化

し
、
申
込
受
付
か
ら
集
計
、
決
済
ま
で
を

一
元
管
理
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
運

営
側
は
、
申
込
集
計
や
参
加
区
別
等
の
記

載
ミ
ス
確
認
、
集
金
と
い
っ
た
作
業
が
簡

略
化
さ
れ
、
出
陳
者
も
毎
回
の
出
陳
犬
登

録
が
不
要
に
な
る
な
ど
、
従
来
の
Ｆ
Ａ
Ｘ

運
用
と
比
べ
、
双
方
の
事
務
負
担
軽
減
が

図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
今
後
も
、
専
門
家

派
遣
や
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
を
通
じ
て
、

組
合
の
持
続
的
な
発
展
を
後
押
し
し
て
い

き
ま
す
。
ご
関
心
の
あ
る
方
は
、
組
織
支

援
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

（
組
織
支
援
課　
藤
田
）

組合クローズアップ
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主
要
構
造
部
材
か
ら
始
ま
っ
た
プ
レ
カ
ッ

ト
は
、
補
助
部
材
お
よ
び
外
壁
材
の
プ
レ

カ
ッ
ト
ま
で
加
工
範
囲
を
拡
大
。

　
さ
ら
に
プ
レ
カ
ッ
ト
外
壁
材
の
実
用
化
に

あ
た
り
新
工
法
を
開
発
し
た
こ
と
で
、
現
場

工
事
の
さ
ら
な
る
負
荷
低
減
を
実
現
。
組
合

代
表
者
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
「
前

例
の
な
い
こ
と
で
も
、ま
ず
は
や
っ
て
み
る
」

「
知
恵
を
出
し
て
工
夫
・
改
善
す
る
」と
い
う

■
背
景
・
目
的

　
当
組
合
は
、
住
宅
向
け
木
材
の
プ
レ
カ
ッ

ト
加
工
事
業
を
主
力
事
業
と
し
て
い
ま
す
。

新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
、
２
０
２
２
年
度
の

約
86
万
戸
か
ら
今
後
年
々
減
少
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
住
宅
建
設
に
従

事
す
る
技
能
者
も
今
後
急
速
な
減
少
が
予
想

さ
れ
、
現
場
工
事
の
負
担
低
減
が
今
ま
で
以

上
に
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
組
合
は
こ

の
よ
う
な
市
場
環
境
の
変
化
を
見
据
え
た
事

業
対
応
に
あ
た
り
、
今
後
の
新
設
住
宅
市
場

の
中
か
ら
付
加
価
値
を
高
め
た
製
品
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
で
貢
献
す
べ
く
、
取
組
み
を
行
い

ま
し
た
。

■
取
組
み
の
手
法
と
内
容

⒈
取
組
み
コ
ン
セ
プ
ト
の
明
確
化

　
今
後
の
、
大
工
な
ど
の
減
少
に
と
も
な
う

現
場
工
事
負
担
の
低
減
ニ
ー
ズ
に
着
目
し
、

〝
建
設
現
場
で
の
材
料
加
工
を
ゼ
ロ
に
す
る
〟

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
現
場
に
部
材
を
持
ち
込
む

前
の
工
場
で
の
事
前
加
工
（
プ
レ
カ
ッ
ト
）

の
適
用
範
囲
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ

の
実
現
に
あ
た
り
「
現
場
で
ノ
コ
を
使
わ
せ

な
い
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
新
工
法

実
現
に
向
け
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
り

意
思
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

⒉
補
助
金
活
用
に
よ
る
積
極
的
な
設
備
投
資

　
プ
レ
カ
ッ
ト
は
主
要
構
造
部
材
か
ら
取
り

組
み
始
め
、
次
に
補
助
部
材
と
対
象
範
囲
を

拡
大
し
て
い
き
、
さ
ら
に
業
界
で
は
実
現
不

可
能
と
言
わ
れ
て
い
た
現
場
で
の
採
寸
無
し

で
の
外
壁
材
プ
レ
カ
ッ
ト
に
も
挑
戦
し
実
現

し
て
い
ま
す
。
も
の
づ
く
り
補
助
金
な
ど
を

積
極
的
に
活
用
し
、
新
規
の
加
工
機
械
を
導

入
し
た
こ
と
で
新
工
法
を
開
発
。
加
工
デ
ー

タ
は
、
三
次
元
設
計
Ｃ
Ａ
Ｄ
デ
ー
タ
か
ら
加

工
機
械
に
直
接
取
り
組
む
こ
と
で
作
業
の
自

動
化
も
図
っ
て
い
ま
す
。

⒊�

従
業
員
や
パ
ー
ト
ナ
ー
と
一
体
と
な
っ
て

ア
イ
デ
ア
の
取
り
入
れ

　
加
工
の
自
動
化
・
高
精
度
化
・
効
率
化
な

ど
複
数
の
要
求
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
従
業

員
の
み
な
ら
ず
加
工
機
械
メ
ー
カ
な
ど
の

パ
ー
ト
ナ
ー
も
巻
き
込
ん
で
改
善
に
取
り
組

み
、
ア
イ
デ
ア
を
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

■
成
果
と
そ
の
要
因

挑
戦
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
た
組
織
が
か
み

合
っ
た
こ
と
が
成
果
要
因
。

将
来
の
業
界
課
題
の
解
決
に
向

け
た
製
品
コ
ン
セ
プ
ト
明
確
化
と
、そ
の

実
現
に
向
け
た
ト
ッ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
な
ら
び
に
挑
戦
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
た

組
織
全
体
で
の
取
組
み
が
成
功
要
因
。

プレテック島原協同組合（長崎県）
住　　所：	�〒855-0026

長崎県島原市礫石原町
甲1202-43

設　　立：	平成9年4月
主な業種：	木材・木製品製造業
組合員数：	4人
出 資 金 ：1,000千円

テ
ー
マ

特
徴
あ
る
組
合
事
例

挑
戦
マ
イ
ン
ド
で

�

住
宅
建
設
現
場
へ
の
付
加
価
値
向
上
に
挑
む
！

�

プ
レ
テ
ッ
ク
島
原
協
同
組
合
（
長
崎
県
）

全国先進組合事例

専用加工機による外壁材のプレカット風景

プレテック島原 工場全景

Point

組合クローズアップ
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非 製 造 業
前年同月比

売
上
高

在
庫
数
量

販
売
価
格

取
引
条
件

収
益
状
況

資
金
繰
り

雇
用
人
員

業
界
の
景
況業　種

卸売業 機械・工具
電設資材
青果
木材
水産物

小売業 石油
共同店舗
中古自動車
自動二輪
共同店舗

商店街 商店街・岡山
商店街・津山
商店街・倉敷

サービス業 自動車整備 ―
医療・柔道整復師 ―
旅館・ホテル ―
テント ―
異業種 ―
リサイクル ―

建設業 住宅リフォーム ―
看板工事 ―
土木工事 ―
管工事 ―
防水工事 ―

運輸業 バス ―
タクシー ―
トラック ―
倉庫業 ―

その他 信用組合 ―

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人員 業界の景況

全　　体 －1.7 －7.1 32.8 －1.7 －19.0 －3.4 3.4 －1.7 －24.1
（－5.2） （－4.8） （32.8） （－1.7）（－17.2）（－6.9）（－10.3）（－1.7）（－25.9）

製 造 業 3.4 －3.4 37.9 0.0 －27.6 －6.9 3.4 0.0 －41.4
（－6.9） （－3.4） （37.9） （0.0） （－34.5）（－13.8）（－10.3）（－6.9）（－37.9）

非製造業 −6.9 −15.4 27.6 −3.4 −10.3 0.0 −3.4 −6.9
（－3.4） （－7.7） （27.6） （－3.4） （0.0） （0.0） （3.4） （－13.8）

情報連絡員レポート

岡山県業界天気図

景況DI値

（注）DI とは、ディフュージョン・インデックス（Diffusion Index）の略で、「増加」・「好転」したとする企業割合から、「減少」・「悪化」したとする企業割合を差し引いた値です。

12月分

（ ）内数字は前月の数値です。

業界の景況感（前年同月比）　　 3         38       17　　　　　 増加・上昇・好転　　　変らず　　　減少・下落・悪化

受
付

製 造 業
前年同月比

売
上
高

在
庫
数
量

販
売
価
格

取
引
条
件

収
益
状
況

資
金
繰
り

設
備
操
業
度

雇
用
人
員

業
界
の
景
況業　種

食料品 味噌
米菓

製粉・製麺
醤油
酒造

繊維工業 織物業・井原
織物業・県
アパレル・県
アパレル・笠岡

木材・
木製品

製材・県
合板

印刷 出版・印刷
製本

化学・ゴム ゴム
プラスチック製品

窯業・
土石製品

生コンクリート
石灰
ブロック

鉄鋼・金属 鋳物
鋳物

一般機器 機械器具・東岡山
鉄工・津山
鉄工・岡山
工作機械・総社
工作機械・井笠
工作機械・美作

輸送機器 造船関連
自動車

その他 畳

景況

中
央
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お
か
や
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2025年12月分のコメント

岡山県景況の推移（製造業、非製造業）比較景況DI値の推移（岡山県、全国）の比較
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食料品 �
●�正月餅は昨年より3割高で販売。金額は上昇するが販売量は減少。毎年販売のピークが遅くなっているように感じる。

福袋の販売先が増えた。量販店は定番の在庫を確保した。空港免税売店の上海便休止による影響は軽微。� 《米菓》
●�以前なら12月度においては忘年会など多くの人が集う場が多く飲食業においてもいわゆる「かきいれ時」であった

が、コロナ禍以降大勢で集まる宴会は減少し少人数での集まりが多数を占めており、今後もその状態は加速度を増し
てくると考える。さらに物価高騰を強調する報道ばかりでは、日本国全体、岡山も同様の景気の縮小に繫がりかねな
いと懸念している。こうなるとサプライチェーンを展開できる大企業飲食業態だけが生き残るという図式となりかね
ないため、地場の旬の味・食材をいかした料理をお客様に提供する地域の飲食業に行政も目を向けるべき。� 《醤油》

●�原料米の高騰が一昨年から続いている。非常に厳しい状況の中、商品価格の見直し、数量調整等を行い、10月以降値
上げを行っている業者も見られる。しかしながら、引き続き厳しい状況が続くと思われる。� 《酒造》

繊維工業 �
●�12月中の生産量・売上高は先月同様、好調に推移している。受注に関しては落ち着いてきている状況で、中国との政

治的緊張もあり、インバウンドによって享受していた好調さがどこまで続くか不透明である。人材確保の困難は変わ
らずで、より一層の経営努力が求められている。� 《織物業・井原》

木材・木製品 �
●�あらゆる住宅関連商品の値上げの中で、新設住宅着工戸数は減少傾向にある。� 《製材・県》
化学・ゴム �
●�売上はほぼ計画通り。今年度、価格転嫁は堅調に推移。「取適法」への対応で2026年1月以降の資金繰りに影響あり。

� 《ゴム》
窯業・土石製品 �
●�出荷量について、12月の岡山県全体の出荷量は67千㎥で、対前年比96.1％であった。支部別で見ると、岡山県全体

の6割を占める県南支部の出荷量が、対前年比111％と好調を維持している。また、中部支部（総社市が中心）も前月
に続き100％を超えた（107％）。2024年問題やEC市場の拡大継続により、早島IC、総社IC周辺での物流倉庫の建設
など、民需が下支えしているものと思われる。一方、高梁支部、新見支部など、官公需に依存する県北部の出荷量は
50％〜85％と、前年から大きく減少している。また、昨年12月に令和7年度の補正予算が成立した。その規模は18
兆3,000億円で、令和6年度の1.3倍であり、このうち国土交通省に関連するものは3兆500億円で、令和6年度の1.4
倍である。中でも、防災・減災・国土強靭化の推進に関係するものは1兆8,000億円で、令和6年度の1.6倍と、高い
伸びを示している。近年、地球温暖化に伴う気候変動により益々激甚化する災害を鑑み、着実な社会資本整備の推進
を期待している。� 《生コン》

鉄鋼・金属 �
●�建設機械については、直近では原料炭価格の下落でインドネシア向けの機種に調整が入り受注量が減少している。取

引適正化に関しては、取適法への変更に伴い、ファクタリングから現金払いに、また振込手数料負担への動きが見ら
れる。� 《鋳物》

一般機器 �
●�多くの組合員は前年度実績を下回る状況が続いている。今後の見通しも暗い。　後継者不在、需要減等により廃業を

考えている組合員も現れている。� 《鉄工・岡山》
●�12月単月でみれば、昨年12月とほぼ同等か多少の増加がみられた。新規先の受注もあるが、既存先からの受注増によ

るものが大半であり、今後の受注回復に向け継続性のあるものかを注視したい。� 《工作機械・総社》
●�業況の情報収集、動向の把握が課題。� 《工作機械・井笠》
その他 �
●�今までの年末需要は無く依然として受注の動きは鈍く経済自体が冷えている。1月は更に厳しいので不安が残る。�《畳》

製造業
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卸売業 �
●�カキやブリといった年末商品がほとんど値上げせざるをえない状況。高い商品だと購入する量も減少するため、仕入れ高

は上がるが、売上はそこまで上がっていない。� 《水産物》
小売業 �
●��新車の生産量の減少や気候の影響などにもよるが、今期の取扱い高が急に低下した。� 《自動二輪》
●�前年に比べ日曜日が1日少ないにもかかわらず、全体では新店効果もあり売上4％強、客数も3％強の伸びを示した。

ボーナス、クリスマス、年末商戦において、店舗間格差はあるものの、まずまず結果が得られたことが大きな要因と
思われる。既存店15店中、9店舗が前年売上をクリアした。1階では文具ファンシー店舗が爆発的人気商材に恵まれ大
幅に前年をクリア、2階ではアミューズメントが大幅に前年をクリアした。� 《共同店舗》

商店街 �
●�年末イベント等で賑わいはあるが諸々の値上げの影響もあり業種、業態にもよるが引き続き厳しい状況には変わりが

ない様に思われる。また明るい情報では表町北部で空き店舗がじわじわと埋まりつつある。� 《商店街・岡山》
●�毎年恒例、地元高校生による「津商モール」が開催され、地元のお店や企業が多数協力出店し、色々な商品やサービ

スが並んだ。このイベントを楽しみにされている方も多く、高校生たちのアイデアと地域の魅力が詰まった空間は、
見ているだけでもワクワクするものであった。� 《商店街・津山》

●�客単価が低く、売上の増加が難しい。� 《商店街・倉敷》
サービス業 �
●�前年比と比較した場合、組合員数の減少が著明のため、件数及び金額の減少がみられる。原因としては高齢による退

会であり、本組合の高齢化が進んでいる。また11月の施術は休日等により就労日数が少なく全体に減少がみられる。
組合員の増加を検討し、その対策を協議し始めたところである。未だ経営実態は厳しく、先が見通せない状況である
が、改善に努めている。� 《医療・柔道整復師》

●�建設業組合員のインドネシアでの採用に向けた新規受け入れで、新たに特定技能で2名の面接を1月実施で予定。機械
加工組合員の技能実習生・特定技能のインド人受入れは現在9名、追加で2名の面接を1月に予定 。介護サービス組合
員については、 服薬指導を含めた人材として、インドネシアでの採用で決定、12月初旬のWeb面接が1月に延期、面
接調整中。� 《異業種》

●�鉄、非鉄スクラップについては、発生が悪い状況が続いている中で、非鉄の価格が市場最高値を付けている。古紙に
ついては、製紙メーカーは減産。年末の発生期もそれほど盛り上がらなかった。� 《リサイクル》

建設業 �
●�2025年は年初から資材・機材・人件費等すべてが一方的な値上げになった1年で、クライアントも値上げには応じて

いただいても利益までは難しく、本年も注視していきたい。� 《看板工事》
●売上高は上がってきているが材料費の高騰が止まらない。� 《防水工事》
運輸業 �
●�観光バスの集客人員は前年同月比85％の減少となった。瀬戸芸などイベントが終了し観光需要が一服している。高速バ

スは前年同月比103％の微増となった。前月に続き観光需要や行楽需要に支えられて前年増加で推移している。�《バス》
●�近年の諸物価高騰に伴い、令和7年11月27日付けで運賃料金の改定がなされたことにより売上金額が上げ幅で増加し

ているものの、現状では厳しい状況には違いない。� 《タクシー》
●�価格転嫁が不十分な運賃体系である中でのガソリン・軽油の暫定税率廃止に伴うつなぎ補助金による燃料価格の引

き下げは影響が大きい。今後、適正運賃の収受について必要な運賃コストを総合的に把握し交渉できることが求めら
れる。� 《トラック》

●�24年問題の余波の中、年末需要増加に加え、2026年法改正への対応が重なった。また2025年は沈黙の不況が進み、
諸物価高騰から消費マインドが抑制され荷動きの低迷が続いた。終盤は回復傾向も様子見の状況で、新年序盤は緩や
かなスタートの見込み。� 《倉庫業》

その他 �
●�12月については年末資金の資金繰りを中心に事業者支援を行い、本業支援についてはビジネスマッチングで商談した

先のフォローを中心に販路拡大支援を行った。本年も引き続き本業支援に注力する。� 《信用組合》

非製造業
2025年12月分のコメント
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２
０
２
４
年
11
月
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に
通
っ
て
い

ま
す
。
き
っ
か
け
は
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
同
級
生
に

「
太
っ
た
な
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
で
し
た
。
た
し
か
に
そ

の
通
り
だ
っ
た
の
で
、
通
い
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
通
い
に
加
え
、
鶏
む
ね
肉
と
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
中
心
の
生
活
を
ス
ト
イ
ッ
ク
に
続
け
た
結
果
、
２
か

月
間
で
目
標
の
マ
イ
ナ
ス
５
キ
ロ
を
達
成
。
今
は
食
事
を

気
に
掛
け
る
こ
と
な
く
、
体
重
を
キ
ー
プ
す
る
こ
と
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
。
欲
を
言
え
ば
も
っ
と
筋
肉
を
付
け
た

い
と
も
思
う
の
で
す
が
、
な
か
な
か
そ
こ
ま
で
は
追
い
込

め
な
い
で
す
ね
。

　
中
央
会
か
ら
徒
歩
圏
内
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
退
勤
後

に
黒
田
先
輩
と
一
緒
に
そ
の
ま
ま
向
か
う
の
が
日
課
に

な
っ
て
い
ま
す
。
一
人
だ
っ
た
ら
間
違
い
な
く
続
い
て
い

な
い
の
で
、
完
全
に
環
境
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
私
が
通
う
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に
は
、
利
用
者

が
店
舗
を
手
伝
う
「
サ
ポ
ー
ト
会
員
制
度
」
と
い
う
少

し
変
わ
っ
た
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。
店
舗
清
掃
や
備
品

補
充
な
ど
の
作
業
で
あ
れ

ば
、
月
４
回
行
う
こ
と
で

会
費
が
１
︐０
０
０
円
引
き

に
な
る
と
い
っ
た
具
合
で

す
。品
質
維
持
な
ど
の
課
題

は
あ
り
そ
う
で
す
が
、雇
用

や
外
注
よ
り
低
コ
ス
ト
で
、

「
な
か
な
か
面
白
い
仕
組
み

だ
な
」
と
思
い
つ
つ
、
今
の

と
こ
ろ
は
普
通
に
利
用
す

る
側
に
専
念
し
て
い
ま
す
。

当会HPで中央会おかやまのバックナンバーを公開しています。  https://www.okachu.or.jp/chuokai/

② ④

① ③

selection

平成27年2月号掲載
様々なリスクに備え、
セキュリティ対策を

定期的に見直しましょう。

職員紹介
組織支援課

藤  田　 謙

2026年度

治療治療ががああっっててもも働働けるける職職場場づづくくりをりを
～～両立支援の両立支援の体体 制制づづくくりりををサポサポーートしトしますます～～

令和８年４月１日から、治療と仕事の両立支援が努力義務となります。
あなたの事業場でも両立支援の体制づくりに取り組んでみませんか。

〒700-0907 岡山市北区下石井2-1-3　岡山第一生命ビルディング12階

TELお問合せ先 岡山産業保健総合支援センター

療養する社員が勤務情報提供書を
記入して欲しいと申し出たけど

どうしたらいいの？

086-212-1222

両立支援に取り組みたいけど、
何から手をつけたらいいの？

社員の病気のことをどこまで
聞いていいのかわからない。

療養から復帰する社員がいるけど
どう配慮したらいいの？

Information

Information

中
央
会
お
か
や
ま 

２
０
２
６
年
２
月
号

15



February
2

第
772号

　
令
和
8年
2月
1日
発
行
　
発
行
所
／
岡
山
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
　
発
行
人
／
藤
木
達
夫
　
〒７００

-0817　
岡
山
市
北
区
弓
之
町
４
番
19‐202号

　
TEL（０８６

）２２４‐２２４５
　
FAX（

０８６
）２３２‐４１４５


